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資料② 赤十字講習会における感染予防対策について 

 

１ 講習の実施にあたって 

 

（１）講習資材の共有について 

・感染予防対策のため、講習資材の共有は２人に１体までとさせていただき

ます。 

・ビニール手袋を着用して使用していただきます。 

・資材を交代する際には、必ず消毒をお願いいたします。 

 

（２）主催者側で準備するもの 

  ・ビニール手袋 

  ・可能な限り２つの方向の窓を同時に開放できるなど十分な換気ができ、

人との間隔を原則２メートル程度確保できる広さの会場 

  ・マイク 

（実技を行う場合、可能であればピンマイク） 

  ・手指消毒用のアルコールスプレー等 

  ・別紙１「健康チェック表」 

（講習後は１ヵ月間保管し、廃棄してください。） 

  ・別紙３「安全に講習を行うために、参加者の皆さんへのお願い」 

  （別紙１、３については事前に支部から送付したものを受講者分印刷して

ください。） 

  ・ＤＶＤを視聴できる資機材 

（必要となる場合があります。） 

 

（３）主催者側で当日までにすること 

   万が一感染が発生した場合に備えて、受講者の氏名と連絡先の把握 

 

（４）主催者側で当日すること 

・別紙１「健康チェック表」を用いた受講者の体調確認 

※健康状態によっては、受講をお断りする場合がございます。 

・別紙３「安全に講習を行うために、参加者の皆さんへのお願い」の配付 
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（５）受講者が準備するもの 

  ・マスク 

  ・飲料水 

 

（６）受講者が当日すること 

・検温、別紙１「健康チェック表」の記入 

・講習前後の手洗いと手指消毒 

・講習前後の講習資材の消毒（消毒用アルコール綿は支部で準備いたしま

す。） 

 

２ 講習内容について 

（１）実施できない内容 

・人工呼吸（呼気吹き込み法） 

・人と人とが接触する実技 

・３つの密が避けられないグループワーク等  

 

（２）以下の所要時間が、実講習時間にプラスされます。 

・オリエンテーション（健康状態の確認、留意事項の説明等）…約１０分 

・講習資材の消毒等…約１０分 

 

３ ビニール手袋参考 
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